
大
幅
な
業
務
量
の
削
減
を

実
現
す
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

　

大
手
行
が
急
ピ
ッ
チ
で
抜
本
的
な

業
務
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ト

ッ
プ
ラ
イ
ン
を
大
き
く
伸
ば
し
に
く

い
金
融
情
勢
下
、
大
幅
な
生
産
性
向

上
を
図
る
た
め
、
各
行
と
も
店
舗
の

再
編
・
小
型
化
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
の

自
動
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
の

あ
り
方
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
構
築
し
直

し
て
い
る
（
図
表
）。

　

こ
う
し
た
業
務
改
革
を
支
え
て
い

る
の
が
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
だ
。

た
と
え
ば
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
は
、
２
０
１
７

年
５
月
に
発
表
し
た
『
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
再

創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』
の
な
か
で
、

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
事
業
変

革
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
同
時
に

「
デ
ジ
タ
ル
企
画
部
」
を
新
設
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を
統
括
す
る
役

職 C
hief D

igital Transform
ation 

O
fficer

（
Ｃ
Ｄ
Ｔ
Ｏ
）
を
置
く
な
ど

組
織
体
制
も
見
直
し
た
。
他
行
も
専

担
部
署
を
新
設
・
強
化
す
る
な
ど
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
組
織
態
勢
を

整
え
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
な
か
で
も
目
下
、

一
大
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

の
が
Ｒ
Ｐ
Ａ
だ
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
人
が

キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス
で
行
う
パ
ソ

コ
ン
で
の
操
作
を
自
動
化
す
る
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
主
に
デ
ー

タ
の
入
力
や
転
記
な
ど
定
型
化
さ
れ

た
手
作
業
の
業
務
を
代
替
す
る
ツ
ー

ル
の
こ
と
。
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
、
24

時
間
使
え
て
人
的
ミ
ス
も
起
こ
さ
な

い
、
い
わ
ば
「
デ
ジ
タ
ル
レ
イ
バ

ー
」。
こ
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
、
各
行
が
打

ち
出
し
て
い
る
大
幅
な
業
務
量
削
減

を
実
現
す
る
た
め
の
主
力
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
を

生
か
し
た
ま
ま
利
用
で
き
、
適
用
で

き
る
業
務
範
囲
が
広
い
点
も
特
長
だ
。

こ
れ
ま
で
金
融
機
関
の
定
型
業
務
は

手
作
業
で
行
な
わ
れ
る
部
分
が
大
き

か
っ
た
た
め
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
に
よ

る
業
務
量
の
削
減
効
果
は
大
き
い
。

ま
た
支
店
業
務
な
ど
多
数
の
行
員
が

か
か
わ
る
業
務
も
自
動
化
で
き
、
店

舗
の
人
的
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
効

果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
シ

ス
テ
ム
投
資
と
比
較
し
て
廉
価
で
、

か
つ
投
資
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

各
行
で
着
実
に
実
用
化
が
進
ん
で
い

る
。ロ

ボ
ッ
ト
が

支
店
業
務
も
代
替

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
て
実
際
に
業
務

を
自
動
化
す
る
部
署
は
、
大
き
く
二

つ
に
分
か
れ
る
。
実
際
の
業
務
を
行

う
営
業
セ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
手
掛
け

る
パ
タ
ー
ン
と
、
本
部
の
Ｉ
Ｔ
部
門

が
一
括
し
て
行
う
パ
タ
ー
ン
だ
。
ど

ち
ら
が
正
解
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

各
行
の
特
徴
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
各
部
で
担
当
業
務
を
自
動
化

し
た
ほ
う
が
開
発
ス
ピ
ー
ド
は
上
が

る
が
、
作
業
手
順
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

昨
年
、
大
手
行
が
打
ち
出
し
た
大
規
模
な
構
造
改
革
は
金
融
界
の
み
な
ら
ず
産
業
界
全
体
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。
メ
ガ
バ
ン
ク
３
行
が
取
り
組
む
業
務
量
の
削
減
は
約
３
万
人
分
。
大
手
行
が
合
理
化
を
急
ぐ
背
景
に
は
、
超

低
金
利
に
よ
っ
て
落
ち
込
む
将
来
収
益
へ
の
強
い
危
機
感
が
あ
る
が
、
同
時
に
、
人
が
担
っ
て
き
た
従
来
業
務
を

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
自
動
化
・
高
度
化
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。
な
か
で
も
主
力
と
な
る

技
術
が
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
（R

obotic P
rocess A

utom
ation

）」
と
よ
ば
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
。
こ
の
Ｒ

Ｐ
Ａ
が
金
融
業
界
の
業
務
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
変
革
し
始
め
て
い
る
。
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解
体
的
な
出
直
し
へ
、

民
間
か
ら
ト
ッ
プ
起
用

提
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
は
、
①
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
あ
り
方
、
②
危
機
対
応
業
務
の
見
直
し
、

③
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
④
完
全
民
営
化
に
つ
い
て

│
の
４
項
目
。
組
織
ぐ
る
み
、
か
つ
大
規
模
な

不
正
融
資
の
温
床
と
な
っ
て
い
た
危
機
対
応
業
務

に
つ
い
て
は
、
災
害
対
応
（
２
０
１
６
年
度
の
実

績
５
４
７
９
億
円
の
う
ち
４
４
３
億
円
）
を
除
い

て
全
面
撤
退
し
、「
真
の
危
機
時
に
お
け
る
流
動

性
供
給
」
に
限
定
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
さ
ら

に
、
信
用
保
証
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
「
危
機
関
連
保
証
」
等
を
活
用
し

た
民
間
金
融
機
関
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
比
較
し

て
、
商
工
中
金
が
引
き
続
き
危
機
対
応
業
務
を
担

う
必
要
が
あ
る
の
か
を
検
証
す
べ
き
と
し
た
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
委
員

会
の
設
置
が
柱
だ
。
第
三
者
委
が
定
期
的
に
経
営

の
運
営
状
況
な
ど
を
検
証
し
、
そ
の
評
価
を
役
職

員
の
人
事
や
報
酬
・
給
与
に
反
映
さ
せ
る
枠
組
み

を
設
け
る
こ
と
を
求
め
た
。
取
締
役
の
過
半
を
社

外
と
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ
。

１
月
12
日
に
は
、
第
一
勧
業
銀
行
（
現
み
ず
ほ

銀
行
）
出
身
で
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
子
会

社
で
あ
る
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
関
根
正
裕
常
務
が

３
月
27
日
付
け
で
新
社
長
に
就
任
す
る
人
事
を
公

表
。
関
哲
夫
氏
（
08
〜
13
年
）
以
来
と
な
る
民
間

出
身
者
を
ト
ッ
プ
に
据
え
て
、
商
工
中
金
が
解
体

的
な
出
直
し
を
図
る
。

民
間
の「
呼
び
水
」が
期
待
さ
れ
る

業
務
分
野
で
活
路

提
言
が
示
す
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
地
域
金
融

機
関
と
連
携
・
協
業
し
な
が
ら
中
小
企
業
を
支
援

し
、
そ
れ
を
通
じ
て
適
正
な
金
利
や
手
数
料
を
得

る
と
い
う
姿
だ
。
そ
の
手
法
と
し
て
、「
事
業
性

評
価
」
や
「
課
題
解
決
型
提
案
」
の
ほ
か
、「
抜

本
的
な
事
業
再
生
」「
メ
ザ
ニ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
」
な
ど
の
分
野
に
取
り
組
む
こ
と
が
要
請
さ
れ

て
い
る
。

地
域
金
融
機
関
の
取
組
み
が
不
十
分
な
事
業
再

生
や
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
層
へ
の
融
資
分
野
を
商
工
金

融
に
担
わ
せ
、
地
域
金
融
機
関
の
取
組
み
を
促
す

「
呼
び
水
」
と
す
る
こ
と
で
存
在
意
義
を
持
た
せ

る
シ
ナ
リ
オ
だ
が
、
そ
も
そ
も
商
工
中
金
に
こ
う

し
た
業
務
を
展
開
す
る
十
分
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る

の
か
は
不
透
明
だ
。
検
討
会
の
場
で
も
「
現
在
の

商
工
中
金
に
事
業
再
生
に
取
り
組
め
る
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
何
人
い
る
の
か
」「
信
用
コ
ス
ト

ま
で
考
え
た
場
合
に
コ
ア
事
業
と
し
て
で
き
る
の

か
」（
経
営
共
創
基
盤
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
冨

山
和
彦
委
員
、
４
回
会
合
）
と
、
懐
疑
的
な
声
が

あ
が
る
。
収
益
性
の
面
で
も
、
事
業
再
生
は
手
間

が
か
か
る
割
に
利
幅
が
薄
い
こ
と
か
ら
地
域
金
融

機
関
も
敬
遠
し
が
ち
だ
。
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
・
ミ
ド

ル
リ
タ
ー
ン
を
標
榜
し
て
失
敗
し
た
日
本
振
興
銀

行
や
新
銀
行
東
京
の
ケ
ー
ス
も
記
憶
に
新
し
い
。

た
だ
、
こ
う
し
た
多
く
の
地
域
金
融
機
関
の
姿

勢
こ
そ
、
担
保
・
保
証
に
依
存
す
る
「
レ
イ
ジ
ー

バ
ン
ク
」
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
商
工
中
金
が
事

業
再
生
な
ど
の
分
野
で
結
果
を
残
す
こ
と
は
捲
土

重
来
の
機
会
に
も
な
る
。
最
終
的
に
「
か
つ
て
は

商
工
中
金
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
分
野
」

と
い
う
認
識
も
ふ
ま
え
、「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
商
工
中
金
に
担
っ
て
も
ら
う
」

（
川
村
座
長
、
７
回
会
合
）
と
い
う
期
待
の
も
と
、

報
告
書
で
は
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
中
核
に

据
え
ら
れ
た
。

「
商
工
中
金
の
在
り
方
検
討
会
」（
座
長
・
大
和
総
研
の
川
村
雄
介
副
理
事
長
）
が
１
月
11

日
、
提
言
（
中
間
取
り
ま
と
め
）
を
公
表
し
た
。
検
討
会
は
昨
年
11
月
17
日
以
降
、
７
回
の
会

合
を
開
催
。「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
な
ど
に
取
り
組
む
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
こ
と
」「
４
年
後
に
徹
底
し
た
検
証
・
検
討
を
行
い
、
完
全
民
営
化
の
是
非
を
判
断
す
る
こ

と
」
な
ど
が
提
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
提
言
を
ふ
ま
え
て
商
工
中
金
は
あ
ら
た
め
て
業
務
改
善

計
画
を
提
出
す
る
が
、
提
言
の
内
容
を
具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
道
の
り
は
険
し
そ
う
だ
。

完
全
民
営
化
は
先
送
り
も
、

商
工
中
金
の
険
し
い
道
の
り
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人
事
・
評
価
制
度
を
刷
新
し 

「
顧
客
目
線
」
の
浸
透
を
徹
底

　

当
行
は
経
営
破
綻
し
た
東
京
相
和
銀
行
の
営
業

譲
渡
を
受
け
、
２
０
０
１
年
に
米
国
投
資
フ
ァ
ン

ド
の
ロ
ー
ン
ス
タ
ー
を
株
主
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
新
し
い
銀
行
の
経
営
戦
略
と
し
て
プ
ロ
ダ

ク
ト
の
差
別
化
に
注
力
し
て
き
た
。
個
人
部
門
で

は
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
、
預
金
連
動
型
の
住
宅

ロ
ー
ン
、
ウ
ェ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
当
時
の
日

本
で
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
相
談
業
務
に
特
化
し
た

新
型
店
舗
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ
」。

法
人
部
門
で
は
不
動
産
の
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
ロ
ー
ン
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
為
替
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ど

昨
年
４
月
か
ら
始
動
し
た
新
中
期
経
営
計
画
で
は
、「
顧
客
目
線
」
を
徹
底
す
る
た
め
、
大
幅

な
人
事
制
度
改
革
を
断
行
し
た
。
個
人
部
門
で
は
、
資
産
形
成
と
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
で
老
後
資
金
形
成
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
く
。
法
人
部
門
で
は
、

親
会
社
で
あ
る
中
国
信
託
商
業
銀
行
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
取
引
先
企
業
の
海

外
進
出
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
当
行
の
強
み
で
あ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
優
位
性
を
生
か

し
、
ア
ジ
ア
で
通
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
す
。

東
京
ス
タ
ー
銀
行
　
頭
取

佐
藤 

誠
治

ア
ジ
ア
で
通
用
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
す
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